
 

 

 

 

 

宮武氏は速やかに議長辞職すべき 

岡山市議会６月定例会は８日召集され、26 日までの日程で約 5.1

億円の補正予算をはじめとする 57 議案などの審議をスタートさせ

ました。 

今議会は、2年連続で全国ワースト２位の待機児童問題や、来年 4

月からの介護保険料改定をはじめ大幅な制度見直しを伴う次期介護

計画など、市民の暮らしや福祉に関わる重要な課題に直面しています。 

一方、市議会では、宮武博議長が、５月臨時議会で不信任決議案が

可決されたにも関わらず議長職に居座っています。 

日本共産党岡山市議団は、議会の議決を尊重しない議長のもとでは正常な議会運営ができない

として、議長辞職を求める決議案を提出しました。決議案は賛成２９、反対１２、白票２で可決

されましたが、宮武氏は「結果を謙虚に受け止める」としつつ、続投の意向です。「謙虚に受け

止める」というなら速やかに議長辞職すべきです。 

7日には自民市議団も、宮武氏に議長辞職するよう団として申し入れました。 

 

大森氏が再選出馬表明 「つくる会」は候補者を選定中 

6月議会の議案提案理由説明で大森雅夫市長は、企業誘致や中心市街地のにぎわい創出など自

身の「実績」を強調し、9月 17 日告示、10 月 1日投票の市長選への出馬を表明しました。 

前回市長選で独自候補を立てた「市民本位の市

政をつくる会」は７日夜、「岡山市政を考える学習

会」で、政策集（第一次案）を発表しました。また、

保育、教育、子どもの貧困、国保、介護などの現状

や課題について、それぞれの分野で運動している方

が報告しました。河田正一議員も、市政の全体にわ

たっての課題や大森市長の姿勢、産廃問題などを報

告しました。 

「つくる会」は、市民の命とくらしを守る市政へ

の転換をめざして、候補者選定を進めています。 

参加していた林じゅん議員は、市長選と同日投票

の中区市議補選(9/22告示)に、日本共産党公認候

補を立てることを報告しました。 
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 ６月定例 

議会ｽﾀｰﾄ 議長辞職勧告を可決 二度の議決は重大 

 

 
決議案を提案する林じゅん議員 

産廃問題などを報告する河田正一議員(6/7) 


